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～それからのひとりごと～

④～春待ち期間～

　さて、これを書いているのは卒園、卒業

直前の3月に入ったばかり。そう、我が家も

うすぐ日本に戻ってきて1年が経とうとして

います。最近は「もうすぐ帰国するからね

～！」というお友達の連絡も増えてきまし

た。久しぶりの日本にワクワクされてるか

とも思いますが、ぜひベルギーの景色、美

味しいものをしっかり堪能して帰ってきて

ほしいです。ふと思い出すのはこれからの

季節、花あふれる石畳。縦長のお家たち、

まるでおもちゃの国に迷い込んだような風

景。一年経とうとしてもまだまだベルギー

シックな私のようです（笑）。送っていた

だいたプチポワに涙してしまうくらいです

から。

　でも、日本は日本でやっぱりとっても便

利。情報でも物でもさっと手に入る快適さ

はさすがだなあと思う反面、溢れすぎてい

るからか、選択するのにも時間や労力がか

かりすぎてしまうような気持にもなります。

　習い事も驚くほど沢山選択肢がありま

す。にいちゃんは一人目だったということ

もあってか、いろいろ習ってきました。年

長時には学習塾、サッカー、1年生になった

ら、スイミング、3年生からは本人の希望で

野球を始めました。入学前にはすでに机に

向かってプリントをする習慣がついていた

にいちゃん（まじめにやっていたかどうか

は別として～）。

　片や、りょりょ、机に向かってという習

慣がなく、帰国直後は自分の名前をひらが

なでなんとか書けるという状態でした。に

いちゃんが面倒を見てくれたおかげでひら

がな、カタカナは読めるようになりまし

たが･･･。習慣づける環境を整えなくては

ね･･･ということで週に2回の人生初の塾通

いが始まりました。

にいちゃんも行っていた学習塾とどちらに行

くか悩んだのですが、ここではどの学年の

子たちもまず作文を書くということ、先生が 

ほぼ個別対応で、時間・曜日が選択できると

いうこともあり、こちらにしました。国語に

しても算数にしても自分が何かを伝えたり、

表現するための大切な手段だと思うのです。

様子見の段階ですが、楽しそうに行っている

ようです。

　とにかくいろんな習い事があってこちらも

頭が混乱してしまいそうです。いろいろ試さ

せてあげて、やっていて楽しいと思えるもの

が見つけられればいいですね。まるで宝探し

のようです。宝といえば、想像するもの、家

族、友達･･･。りょりょ、たまにベルギーで

の話をします。仲良かったお友達の名前、園

での生活のことなど。小さいのに意外に覚え

てるんだなあと感心します。ほぼ同時期くら

いに帰国だった仲良しのお友達はりょりょに

とっては兄弟のようなものみたいです。

　私にとっても一緒に泣き、笑ったお友達は

かけがえのない存在です。こちらに戻ってき

てから出来たお友達も。いろんなご縁。投げ

やりになってしまえば、些細なものなのかも

しれないけれどふと幸せを祈れる存在がいる

ことは自分にとってもとても幸せなことかも

しれないなあと思うのでした。たくさん選択

肢はあるけれど、大事なことはぶれないでい

たいですね。

　1年生になるりょりょ、中学校の中堅にな

るにいちゃん。初めて日本でPTA活動をする

私。3月のスケジュール帳は4月からの新生活

スタートを切るための準備でぎっしり。「な

んとかなる。」毎回のんびりペースで生きて

きた私にとっては少々キツイ。2年連続でな

んだかせわしない春になりそうです。ドタバ

タしつつ前向きに気持ち新たに春待ちです♪

　　　　☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

筆者：あーたん
夫、子ども2人（にいちゃん、
りょりょ）の4人家族。駐在
員妻として2年半ベルギーに
滞在。ベルギーでの日常生活
を人気のブログで語ってい
た。2011年3月に帰国
http://asahia.jugem.jp


